
 

 

 こんにちは、府立人研事務局です。府立人研通信第 10号では、12月 13日(金)に柴

島高校で行われた「第３回研究部会」のご報告をさせていただきます。教材部会、ケー

ススタディ部会、進路保障部会の３つの部会に分かれて、講演や実践報告、各校の取

り組みの交流をする部会になりました。府立人研は人権教育に取り組むみなさまのサ

ポーターでありたいと思います。今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 年間の青年活動を通して実感している、在日

コリアンの現在地についてご講演いただいた。在

日コリアンに関する諸問題を超えて、“一人ひとり

の差異を尊重する社会に必要なものは何か”とい

うテーマについてお話いただいた。 

幼いころに先生から言われた「人と“ちがう”こ

とは、恥ずかしいことじゃない」という言葉から

自然とルーツを含めたアイデンティティができた

という話が印象的だった。しかし他方では、他者

が自身のルーツをどう扱うかによってアイデン

ティティに大きく差が生まれていくことも忘れて

はならず、名前に込められた自分自身の感覚や考

えについての話が、今回のテーマに大きく関わる

ことであった。在日コリアンに関する詳細な歴史

についても学ぶことができ、後半の討議では、さ

らに深い内容を学ぶことができた。個人の中にあ

る“差異”の捉え方はさまざまであり、差異そのも

のを尊重するためには、学びを積み重ねていくこ

とが重要だということを改めて認識できた。 

教材の共有では、実際に人権学習で使用された

教材をもとに、詳細な進行とその意図や問いかけ

の工夫等が共有できた。教職員が自分の言葉で語

ることが大切であり、そのために多くの理解を深

める機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半は、府立松原高等学校より、集団づくりの

取り組みを報告していただいた。生徒の優しいチ

カラ（人を思いやり、自分を鍛え、未来を描く）を

育てるために、自分自身と向き合い、自分の言葉

で相手に伝えるクラスミーティングやＨＲ合宿、

課題研究等の実践を紹介していだいた。クラスメ

私たちを取り巻く“生きづらさ”を解きほぐす 

～これまでの社会の“ふつう”を問い直すことから～ 
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イトや先輩、後輩、大人との出会いの中で、他者と

の違いに気づき、お互いを認め合える集団になっ

ていくというエピソードから、報告者が生徒一人

ひとりと向き合い、丁寧に対話を重ね、信頼関係

を築いてきたのだと感じ取れた。「なぜそう考えた

のか」「誰に伝えたいのか」という思いを掘り起こ

していくことが、「誰のために何ができるか」とい

う生徒の生き方へ繋がっていくのだというお話

だった。安心して語り合える空間というのは、聴

いてくれる仲間の存在やありのままの自分を表現

しても大丈夫だと感じる聴く側の姿勢であり、そ

れはみんなでつくっていくものなのだと学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

後半は、実際に模擬ミーティングを行った。

「私ってこんな人」というテーマで、参加者は自

分語りの体験をした。最初は不安な表情を浮かべ

る人もいたが、徐々に緊張がほぐれ、安心して語

り合える空間になっていた。思いを伝える際の心

の変化を体験することで、聴く側の姿勢の重要性

を実感し、疑問点を質問する等、活発なやりとり

がなされた部会であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本との出会い 〜ささやかな日々を綴る〜」を

テーマに大阪大学大学院理学研究科物理学専攻招聘

研究員 久好圭治さんと、星湖舎・私設図書館「闘病

記の森」代表 金井弘一さんにご講演いただいた。 

久好さんは今秋放映の NHK ドラマ「宙わたる教

室」のモデルとなった定時制高校の科学部を指導し

てこられた方で、定時制高校での指導経験を長く積

んでおられる。ドラマの中の出来事やセリフを叩き

台にして、実際の生徒指導や教育のあり方を情熱的

に語っていただいた。特に、教員を続けていく中で錆

びついてしまいがちな感覚を取り戻させてくれるよ

うな講演だった。 

金井さんは闘病記を専門に扱う私設図書館を運営

されており、たくさんの闘病記に触れてこられた。そ

のなかで「良い闘病記」等に関する分析がなされ、た

だ感情的でなく、読者を意識して記録に残すことの

大切さを語っていただいた。また、難病と言われるも

のの多くの闘病記が記録されていないことに危機感

を憶えておられた。 

久好さん、金井さん共に、世間的にはいわゆる少数

派を対象とした活動をされていたが、お二方の感じ

方や考え方を深く知ることで、それらは万人に通じ

ることだということに思い至った。ユニバーサルデ

ザインにも通じる考えを新たにできる時間だった。 
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↑府立人研 HP も 

チェックしてください

ね 
＊「府立人研だより」の掲示・配布をお願いいたします。各校の人権教育の充実にお役立ていただけましたら幸いです。＊ 

進路保障部会 

本との出会い 

～ささやかな日々を綴る～ 

講演①：久好 圭治さん 

（大阪大学大学院理学研究科物理学専攻招聘研究員） 

講演②：金井 弘一さん 

（星湖舎・私設図書館「闘病記の森」代表） 

第 44回研究集会の御案内 

児童・生徒たちの生きる現実(いま)をとらえ

直す学校・社会の創造 

 ～つながりを未来へのチカラに～ 

 １月 31日（金）府立市岡高等学校にて開催 

 ※詳しくは府立人研 HPをご覧ください 


